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平成20年
第3回定例会 決算特別委員会を設置

市議会だより市議会だより

平成２０年第３回定例会は、９月２日から１７日
までの１６日間の会期で開かれました。今定例会
では、条例の改正や人事案件など市長から提出
された議案２８件と議員から提出された議案３件
を審議し、市による土浦駅前北地区市街地再開
発事業でのマンション建設の可否を問う住民投
票条例の制定についてを否決、平成２０年度土浦
市一般会計補正予算をはじめ２８件は原案どおり

可決しました。平成１９年度土浦市歳入歳出決算
及び水道事業会計決算の認定については継続審
査となり、決算特別委員会（委員名２頁に掲載）
において閉会中に審査を行うことになりました。
このほか、市民の皆さまから提出された請願・陳
情の採否を議決しました。
また、８日、９日、１０日の３日間、１６人の議員
が一般質問（５頁～１０頁掲載）を行いました。

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
、一ヶ
月
余
り
と
な
り
ま
し
た
。

市
民
の
皆
さ
ま
、健
康
に
十
分
留
意
し
て
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

上高津貝塚ふるさと歴史の広場上高津貝塚ふるさと歴史の広場
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今
回
可
決
さ
れ
た
議
案
の
う
ち
、

条
例
の
改
正
に
つ
い
て
は
、
地
方

自
治
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

が
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
土

浦
市
議
会
政
務
調
査
費
の
交
付
に

関
す
る
条
例
、
土
浦
市
議
会
議
員

の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す

る
条
例
、
土
浦
市
特
別
職
の
職
に

あ
る
者
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に

関
す
る
条
例
、
土
浦
市
特
別
職
報

酬
等
審
議
会
条
例
、
以
上
四
条
例

に
お
け
る
引
用
条
項
の
移
動
等
の

改
正
、
市
営
駐
車
場
の
管
理
に
つ

い
て
、
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入

す
べ
く
、
指
定
管
理
者
に
必
要
な

事
項
を
定
め
る
た
め
の
条
例
改
正
、

地
方
税
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
の
施
行
時
期
に
合
わ
せ
、
寄
付

金
制
度
の
拡
充
と
し
て
の
「
ふ
る

さ
と
納
税
」等
の
創
設
、上
場
株
式

等
の
配
当
・
譲
渡
益
に
係
る
軽
減

税
率
の
廃
止
及
び
損
益
通
算
制
度

の
創
設
、
個
人
住
民
税
に
お
け
る

公
的
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
制
度

の
創
設
な
ど
に
よ
る
条
例
の
改
正
、

土
浦
市
図
書
館
条
例
及
び
土
浦
市

博
物
館
条
例
の
一
部
改
正
、
土
浦

市
休
日
緊
急
診
療
所
に
お
い
て
、

新
た
に
木
曜
日
と
金
曜
日
の
夜
間

に
お
い
て
小
児
科
を
開
設
す
る
た

め
の
条
例
の
改
正
、
土
浦
市
風
致

地
区
内
に
お
け
る
建
築
行
為
等
の

規
制
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
、

土
浦
市
情
報
公
開
条
例
の
全
部
改

正
、
土
浦
市
療
育
支
援
セ
ン
タ
ー

条
例
の
全
部
改
正
、
土
浦
市
知
的

障
害
者
通
所
授
産
施
設
「
つ
く
し

の
家
」
条
例
の
全
部
改
正
で
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

平
成
二
十
年
度
土
浦
市
一
般
会

計
補
正
予
算
に
つ
い
て
は
、
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
二
億
二
千
九
百
三

十
八
万
八
千
円
を
追
加
し
、
総
額

を
四
百
七
十
三
億
七
千
二
百
九
十

四
万
四
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
痛
ま
し

い
荒
川
沖
駅
で
の
事
件
の
対
応
と

し
て
、
利
用
者
の
不
安
解
消
と
犯

罪
の
抑
止
効
果
を
図
る
た
め
、
荒

川
沖
駅
自
由
通
路
、
土
浦
駅
東
西

通
路
へ
の
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
費
の

計
上
、
納
税
者
の
利
便
性
を
図
る

う
え
で
有
効
な
、
コ
ン
ビ
ニ
納
付

導
入
に
向
け
た
収
納
シ
ス
テ
ム
変

更
委
託
経
費
等
の
計
上
、
保
育
料

の
コ
ン
ビ
ニ
納
付
の
た
め
の
電
算

委
託
料
の
計
上
、
老
朽
化
し
た
療

育
支
援
セ
ン
タ
ー
の
改
修
工
事
費

の
計
上
、
耐
震
基
準
値
の
低
い
七

棟
の
小
学
校
体
育
館
を
早
急
に
耐

震
補
強
す
る
べ
く
、
工
事
を
行
う

た
め
の
実
施
設
計
委
託
料
の
計
上
、

川
口
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
管
理

棟
の
化
粧
直
し
工
事
を
行
う
経
費

な
ど
の
計
上
で
あ
り
ま
す
。

歳
入
は
、
国
・
県
の
支
出
金
や

繰
越
金
の
計
上
で
す
。

そ
の
ほ
か
、
土
浦
市
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
、
土
浦

市
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補

正
予
算
、
土
浦
市
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
、
土
浦
市
下
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
、
塚
田

ポ
ン
プ
場
機
械
設
備
改
築
工
事
請

負
契
約
締
結
、
木
田
余
第
一
排
水

区
公
共
下
水
道
雨
水
工
事
一
工
区

・
二
工
区
に
係
る
材
料
購
入
契
約

に
お
け
る
財
産
の
取
得
、
市
道
の

路
線
の
認
定
、
市
道
の
路
線
の
廃

止
、
市
営
住
宅
家
賃
滞
納
者
へ
の

訴
え
の
提
起
、
土
浦
市
土
地
開
発

公
社
定
款
の
一
部
変
更
、
霞
ヶ
浦

用
水
地
区
基
幹
水
利
施
設
管
理
事

業
に
関
す
る
事
務
委
託
な
ど
の
議

案
を
可
決
し
ま
し
た
。

直
接
請
求
に
よ
る
市
に
よ
る
土

浦
駅
前
北
地
区
市
街
地
再
開
発
事

業
で
の
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
の
可
否

を
問
う
住
民
投
票
条
例
の
制
定
に

つ
い
て
は
、市
長
の
「
必
要
な
い
」

と
の
意
見
が
付
さ
れ
、
地
方
自
治

法
の
規
定
に
基
づ
き
、
船
津
寛
請

求
代
表
者
の
意
見
陳
述
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
最
終
日
に
賛
成
討
論
と

反
対
討
論
が
行
わ
れ
、
起
立
採
決

を
行
な
っ
た
結
果
、
賛
成
少
数
に

よ
り
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
議
員
提
出
議
案
の
「
土

浦
協
同
病
院
の
移
転
先
を
土
浦
市

内
に
求
め
る
」
決
議
に
つ
い
て
は
、

全
議
員
の
賛
成
を
も
っ
て
可
決
さ

れ
、
茨
城
県
厚
生
農
業
協
同
組
合

連
合
会
代
表
理
事
会
長
並
び
に
総

合
病
院
土
浦
協
同
病
院
院
長
へ
要

望
書
（
四
頁
掲
載
）
を
提
出
し
ま

し
た
。　

平
成
十
九
年
度
土
浦
市

歳
入
歳
出
決
算
と
水
道
事
業
会
計

決
算
の
認
定
に
つ
い
て
は
、
決
算

特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
閉
会
中

に
審
査
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

最
終
日
、人
事
案
件
と
し
て
、土

浦
市
監
査
委
員
、
土
浦
市
教
育
委

員
会
委
員
そ
れ
ぞ
れ
の
任
命
・
選

任
と
、
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の

推
薦
に
つ
い
て
同
意
し
ま
し
た
。

■
土
浦
市
監
査
委
員

　

椎
木　

泰
雄　

氏

　
（
中
高
津
三
丁
目
四
番
七
号
）

■
土
浦
市
教
育
委
員
会
委
員

　

冨
永　

善
文　

氏

　
（
右
籾
一
九
九
一
番
地
四
三
）

　

清
水　

裕
美　

氏

　
（
木
田
余
西
台
八
番
四
六
号
）

■
人
権
擁
護
委
員
候
補
者

　

今
髙　

博
子　

氏

　
（
烏
山
二
丁
目

　
　

五
三
〇
番
地
三
八
六
）

　

三
輪　

和
夫　

氏

　
（
桜
ヶ
丘
町
四
三
番
三
号
）

　

脇
田
美
智
子　

氏

　
（
天
川
二
丁
目
六
番
六
号
）

　

池
田　

憲
男　

氏

　
（
藤
沢
一
六
四
〇
番
地
）

　

◆
決
算
特
別
委
員
会
委
員
◆

　

委
員
長　

古
沢　

喜
幸

　

副
委
員
長　

安
藤
真
理
子

　

委　
　

員　

篠
塚　

昌
毅

　
　
　
〃　
　

藤
川　

富
雄

　
　
　
〃　
　

柏
村　

忠
志

　
　
　
〃　
　

川
原
場
明
朗

　
　
　
〃　
　

沼
田　

義
雄

　
　
　
〃　
　

松
本　

茂
男

議
案
28
件
を
原
案
可
決

次回の定例会の日程は、12月 2日〜 12月 16日（一般質問は 8日・9日・10日）の予定です。

寄附の禁止について寄附の禁止について
政治家（候補者、立候補予定者、現に公職に
ある者）が選挙区内の人にお金や物を贈る
ことは、政治家本人が出席する場合の結婚
祝いや香典などの特定の場合を除き、法律
で禁止されています。有権者が求めてもい
けません。

贈らない
贈
り
物×××××××××××××××××××××××××××××××××××贈り物 受け取らない

××××××××××××××××××××××××××××××××××××求めない

No!!No!!
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議案番号等 件　　　　　　名 上程年月日 議決年月日 結  果

会期の件 20. 9. 2 20. 9. 2 原案可決

陳情の取り下げについて 20. 9. 2 20. 9. 2 許　　可

報告第 19 号 専決処分の報告について
（和解について） 20. 9. 2 20. 9. 2 報　　告

報告第 20 号 土浦市土地開発公社の平成 19
年度経営状況について 20. 9. 2 20. 9. 2 報　　告

報告第 21 号 財団法人土浦市住宅公社の平成
１９年度経営状況について 20. 9. 2 20. 9. 2 報　　告

報告第 22 号 財団法人土浦市産業文化事業団の
平成１９年度経営状況について 20. 9. 2 20. 9. 2 報　　告

報告第 23 号 財団法人土浦市農業公社の平成
１９年度経営状況について 20. 9. 2 20. 9. 2 報　　告

議案第 56 号
地方自治法の一部を改正する法
律の施行に伴う関係条例の整理
に関する条例の制定について

20. 9. 2 20. 9.17 原案可決

議案第 57 号 土浦市駐車場条例の一部改正に
ついて 20. 9. 2 20. 9.17 原案可決

議案第 58 号 土浦市税条例の一部改正について 20. 9. 2 20. 9.17 原案可決

議案第 59 号 土浦市図書館条例及び土浦市博
物館条例の一部改正について 20. 9. 2 20. 9.17 原案可決

議案第 60 号 土浦市休日緊急診療所条例の一
部改正について 20. 9. 2 20. 9.17 原案可決

議案第 61 号
土浦市風致地区内における建築
行為等の規制に関する条例の一
部改正について

20. 9. 2 20. 9.17 原案可決

議案第 62 号 土浦市情報公開条例の全部改正
について 20. 9. 2 20. 9.17 原案可決

議案第 63 号 土浦市療育支援センター条例の
全部改正について 20. 9. 2 20. 9.17 原案可決

議案第 64 号
土浦市知的障害者通所授産施設

「つくしの家」条例の全部改正に
ついて

20. 9. 2 20. 9.17 原案可決

議案第 65 号 平成２０年度土浦市一般会計補
正予算（第３回） 20. 9. 2 20. 9.17 原案可決

議案第 66 号 平成２０年度土浦市国民健康保
険特別会計補正予算（第１回） 20. 9. 2 20. 9.17 原案可決

議案第 67 号 平成２０年度土浦市後期高齢者
医療特別会計補正予算（第１回） 20. 9. 2 20. 9.17 原案可決

議案第 68 号 平成２０年度土浦市介護保険特
別会計補正予算（第１回） 20. 9. 2 20. 9.17 原案可決

議案第 69 号 平成２０年度土浦市下水道事業
特別会計補正予算（第２回） 20. 9. 2 20. 9.17 原案可決

議案第 70 号 塚田ポンプ場機械設備改築工事
請負契約締結について 20. 9. 2 20. 9.17 原案可決

議案第 71 号
財産の取得について

（木田余第一排水区公共下水道 (
雨水)工事(１工区)工事用材料）

20. 9. 2 20. 9.17 原案可決

議案第 72 号
財産の取得について　　　　　

（木田余第一排水区公共下水道 (
雨水)工事(２工区)工事用材料）

20. 9. 2 20. 9.17 原案可決

議案第 73 号 市道の路線の認定について 20. 9. 2 20. 9.17 原案可決
議案第 74 号 市道の路線の廃止について 20. 9. 2 20. 9.17 原案可決
議案第 75 号 訴えの提起について 20. 9. 2 20. 9.17 原案可決

議案第 76 号 土浦市土地開発公社定款の一部
変更について 20. 9. 2 20. 9.17 原案可決

議案第 77 号
霞ヶ浦用水地区基幹水利施設管
理事業に関する事務の委託につ
いて

20. 9. 2 20. 9.17 原案可決

議案第 78 号

市による土浦駅前北地区市街地
再開発事業でのマンション建設
の可否を問う住民投票条例の制
定について

20. 9. 8 20. 9.17 否　　決

条例制定請求代表者の意見陳述
について 20. 9. 8 20. 9. 8 原案可決

議案第 79 号 土浦市監査委員の選任の同意に
ついて 20. 9.17 20. 9.17 原案同意

議案第 80 号 土浦市教育委員会委員の任命の
同意について 20. 9.17 20. 9.17 原案同意

諮問第 1 号 人権擁護委員候補者の推薦につ
いて 20. 9.17 20. 9.17 推薦同意

認定第 1 号 平成１９年度土浦市歳入歳出決
算の認定について 20. 9.17 20. 9.17 継続審査

認定第 2 号 平成１９年度土浦市水道事業会
計決算の認定について 20. 9.17 20. 9.17 継続審査

報告第 24 号 健全化判断比率の報告について 20. 9.17 20. 9.17 報　　告
報告第 25 号 資金不足比率の報告について 20. 9.17 20. 9.17 報　　告

決算特別委員会の設置について 20. 9.17 20. 9.17 原案可決

決算特別委員会委員の選任 20. 9.17 20. 9.17 選　　任

議 員 提 出
議案第 4 号

「土浦協同病院の移転先を土浦
市内に求める」決議について 20. 9.17 20. 9.17 原案可決

議 員 提 出
議案第 5 号

教育予算の拡充を求める意見
書の提出について 20. 9.17 20. 9.17 原案可決

議 員 提 出
議案第 6 号

地域の県立高校の存続と、30
人以下学級実現でゆきとどい
た教育を求める意見書の提出
について

20. 9.17 20. 9.17 原案可決

閉会中の事務調査について 20. 9.17 20. 9.17 原案可決

受理番号 件　　　　　　名 上程年月日 議決年月日 結  果

受理番号 7 山ノ荘小学校地区へスクールバ
スの導入を求める請願 20. 6.10 20. 9.17 継続審査

受理番号 8

「議会の表決において，各議員
の賛否の姿勢を明確にするため
の『電子投票』を導入できるよ
う，『土浦市市議会会議規則』
の改定を求める陳情書」

20. 6.10 20. 9.17 不 採 択

受理番号 9 「土浦市議会だより」編集に関す
る陳情書 20. 6.10 20. 9.17 不 採 択

受理番号 10 たばこ販売組合への補助金廃止
を求める陳情 20. 6.10 20. 9.17 不 採 択

受理番号 13 教育予算の拡充を求める請願 20. 9. 2 20. 9.17 採　　択

受理番号 14

「 地 域 の 県 立 高 校 の 存 続 と，
３０人以下学級実現でゆきと
どいた教育を求める意見書提
出」に関する陳情

20. 9. 2 20. 9.17 採　　択

受理番号 15 新治地区学校給食の自校方式の
存続を求める陳情 20. 9. 2 20. 9.17 不 採 択

受理番号 16 市議会本会議での採決結果の記
録と公開に関する陳情 20. 9. 2 20. 9.17 継続審査

受理番号 17 議員の賛成・反対票を記録する
ことを求める陳情 20. 9. 2 20. 9.17 不 採 択

受理番号 18 議員選挙への公費負担廃止を求
める陳情 20. 9. 2 20. 9.17 不 採 択

受理番号 20 傍聴席に手すりの設置を求める
陳情 20. 9. 2 20. 9.17 採　　択

議案等議決結果

請願・陳情  議決結果

請願・陳情の受付け

くわしくは、議会事務局へ

市議会では、市の行政について、市民の皆さん
の要望や意見を「請願」「陳情」として受け付け
しています。

お知らせ
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市
民
生
活
に
係
わ
り
の
あ
る
問

題
で
も
、
そ
れ
が
国
の
仕
事
で
あ

っ
た
り
、
県
の
仕
事
で
あ
っ
た
り

す
る
場
合
、
市
の
行
政
だ
け
で
は

解
決
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
時
、
本
市
議
会
の

意
志
と
し
て
、
国
や
県
な
ど
の
関

係
行
政
機
関
の
ほ
か
政
府
な
ど
に

「
意
見
書
」
を
提
出
し
て
、
問
題
の

積
極
的
な
解
決
を
求
め
ま
す
。

◆
教
育
予
算
の
拡
充
を
求
め
る
意

見
書

子
ど
も
た
ち
に
豊
か
な
教
育
を

保
障
す
る
こ
と
は
、
社
会
の
基
盤

作
り
に
と
っ
て
き
わ
め
て
重
要
な

こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
厳
し
い
地

方
財
政
の
状
況
や
地
方
交
付
税
削

減
の
影
響
な
ど
か
ら
、
自
治
体
独

自
の
少
人
数
教
育
、
学
校
施
設
整

備
等
に
は
限
界
が
あ
る
。
教
育
は

未
来
へ
の
先
行
投
資
で
あ
り
、
子

ど
も
た
ち
が
ど
こ
に
生
ま
れ
育
っ

た
と
し
て
も
、
ひ
と
し
く
良
質
な

教
育
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る

必
要
が
あ
る
。
よ
っ
て
、
政
府
に

お
い
て
は
、
教
育
予
算
を
国
全
体

と
し
て
確
保
・
充
実
さ
せ
る
た
め
、

次
の
事
項
を
実
現
さ
れ
る
よ
う
、

強
く
要
望
す
る
。

一　

き
め
細
か
い
教
育
の
実
現
の

た
め
に
、
第
八
次
公
立
義
務
教

育
諸
学
校
教
職
員
定
数
改
善
計

画
を
策
定
す
る
こ
と

二　

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度

を
堅
持
す
る
こ
と
。

三　

学
校
施
設
整
備
費
、
就
学
援

助
・
奨
学
金
な
ど
教
育
予
算
の
充

実
の
た
め
、地
方
交
付
税
を
含
む

国
の
予
算
を
拡
充
す
る
こ
と
。

四　

教
職
員
の
人
材
確
保
の
た
め
、

教
職
員
給
与
の
財
源
を
確
保
・

充
実
す
る
こ
と
。

　

平
成
二
十
年
九
月
十
七
日

【
提
出
先　
衆
議
院
議
長　
参
議
院

議
長　

内
閣
総
理
大
臣　

総
務
大

臣   

財
務
大
臣　
文
部
科
学
大
臣
】

◆
地
域
の
県
立
高
校
の
存
続
と
、三

十
人
以
下
学
級
実
現
で
ゆ
き
と

ど
い
た
教
育
を
求
め
る
意
見
書

現
在
、
茨
城
県
教
育
委
員
会
は
、

中
学
校
卒
業
生
徒
数
の
減
少
を
理

由
に
、
二
〇
〇
三
年
二
月
に
「
県

立
高
等
学
校
再
編
整
備
の
前
期
実

施
計
画
」、
二
〇
〇
六
年
三
月
に

は
「
後
期
実
施
計
画
」
を
発
表
し
、

県
立
高
校
の
統
廃
合
を
実
施
し
て

い
る
。
計
画
ど
お
り
に
実
施
さ
れ

る
と
、
百
十
一
校
あ
っ
た
県
立
高

校
は
、
二
〇
一
〇
年
に
は
九
十
九

校
へ
と
削
減
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

そ
の
う
え
「
茨
城
県
高
等
学
校
審

議
会
」
を
再
開
し
、
後
期
実
施
計

画
か
ら
、
さ
ら
に
八
校
の
統
廃
合

を
行
お
う
と
し
て
い
る
。
し
か
し

生
徒
急
減
数
は
二
〇
〇
六
年
で
一

段
落
し
、
そ
の
後
は
、
ほ
ぼ
横
ば

い
状
態
で
あ
り
、
後
期
計
画
で
の

統
廃
合
は
、
そ
も
そ
も
不
必
要
と

考
え
る
。
生
徒
数
が
減
少
し
な
い

中
で
の
統
廃
合
は
、
三
十
人
以
下

学
級
の
実
現
を
遠
ざ
け
る
だ
け
で

な
く
、
受
験
戦
争
や
遠
距
離
通
学

が
ま
す
ま
す
激
化
し
、「
学
力
問

題
」「
い
じ
め
」
な
ど
の
教
育
問
題

が
悪
化
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
明

ら
か
で
あ
る
。「
三
十
人
以
下
学
級

を
実
現
し
、
過
度
な
受
験
戦
争
を

や
め
て
、
ゆ
き
と
ど
い
た
学
校
教

育
を
実
現
し
て
ほ
し
い
」、こ
れ
は

多
く
の
県
民
の
願
い
で
あ
り
、
一

人
ひ
と
り
の
子
ど
も
た
ち
が
大
切

に
さ
れ
、
ゆ
き
と
ど
い
た
教
育
が

保
障
さ
れ
る
学
校
教
育
を
実
現
す

る
た
め
に
、次
の
こ
と
を
要
望
す
る
。

一　

地
域
住
民
の
意
見
を
尊
重
し
、

地
域
の
県
立
高
校
を
存
続
さ
せ

る
こ
と
。

二　

県
立
高
校
の
一
学
級
の
定
員

を
三
十
人
以
下
に
す
る
こ
と
。

三　

受
験
戦
争
や
遠
距
離
通
学
を

緩
和
す
る
た
め
に
、
高
校
間
格

差
を
是
正
す
る
こ
と
。

　

平
成
二
十
年
九
月
十
七
日

　
【
提
出
先　

茨
城
県
知
事　

茨

　

城
県
教
育
委
員
会
委
員
長
】

土
浦
協
同
病
院
は
、
昭
和
二
十

三
年
開
設
以
来
、
地
域
に
根
付
い

た
市
民
病
院
的
な
機
能
と
役
割
を

有
し
、
地
域
医
療
に
多
大
の
貢
献

を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

ま
た
、
救
急
救
命
セ
ン
タ
ー
と

し
て
、
初
期
医
療
か
ら
高
度
先
進

医
療
ま
で
を
包
括
的
に
展
開
し
、

国
内
有
数
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
と
施

設
規
模
を
誇
る
地
域
基
幹
病
院
と

し
て
、
市
民
か
ら
高
い
評
価
と
信

頼
を
得
て
お
り
ま
す
。
土
浦
市
の

ま
ち
づ
く
り
各
般
に
わ
た
っ
て
、

そ
の
一
翼
を
担
う
土
浦
協
同
病
院

が
、
土
浦
市
内
に
永
続
し
て
開
設

さ
れ
る
願
い
は
、
市
民
の
総
意
で

あ
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

本
年
度
、
老
朽
化
、
狭
隘
化
等

を
解
消
す
る
と
と
も
に
、
よ
り
充

実
し
た
機
能
を
備
え
た
新
病
院
を

建
設
す
る
た
め
の
調
査
体
制
を
整

え
る
と
お
聞
き
し
て
お
り
ま
す
。

病
院
施
設
の
建
設
を
進
め
る
た
め

に
は
、
現
在
地
で
は
困
難
な
課
題

が
多
く
、
移
転
候
補
地
に
つ
い
て

は
、
市
内
外
を
含
め
た
検
討
が
行

わ
れ
る
と
の
報
道
を
受
け
て
、
多

く
の
市
民
が
市
外
に
移
転
し
て
し

ま
う
の
で
は
な
い
か
と
の
不
安
を

抱
い
て
お
り
ま
す
。
こ
う
し
た
市

民
の
不
安
を
一
刻
も
早
く
解
消
し
、

引
き
続
き
安
心
し
て
健
や
か
に
暮

ら
せ
る
地
域
医
療
体
制
を
確
保
し
、

全
国
に
誇
れ
る
安
心
・
安
全
の
、医

療
に
恵
ま
れ
た
都
市
と
し
て
の
一

層
の
機
能
充
実
が
求
め
ら
れ
て
お

り
ま
す
。

貴
職
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
土

浦
協
同
病
院
が
、
土
浦
市
民
に
と

っ
て
必
要
不
可
欠
な
病
院
施
設
で

あ
る
こ
と
を
総
合
的
な
観
点
か
ら

御
判
断
い
た
だ
き
、
新
病
院
の
移

転
先
が
土
浦
市
内
に
決
定
さ
れ
ま

す
よ
う
、
土
浦
市
議
会
の
総
意
を

も
っ
て
、
強
く
要
望
す
る
も
の
で

す
。

　
【
提
出
先　

茨
城
県
厚
生
農
業
協

　

同
組
合
連
合
会
代
表
理
事
会
長
、

　

総
合
病
院
土
浦
協
同
病
院
院
長
】

意
　

見
　

書 

（
要
旨
）

意
　

見
　

書 

（
要
旨
）

土
浦
協
同
病
院
の
移
転
先
を

土
浦
市
内
に
求
め
る
要
望
書（
要
旨
）

土
浦
協
同
病
院
の
移
転
先
を

土
浦
市
内
に
求
め
る
要
望
書（
要
旨
）

茨城県厚生農業協同組合連合会代表理事会長へ要望書を提出
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